
カナダ州立大学UBC協賛8週間語学＋インターンシッププログラム

このプログラムでは、UBCのContinuing Studiesが提供する授業とインターンシップを受講し将来就職、転職の際に
活用できる知識と経験を積むことが可能です。Continuing Studiesでは学生の専攻や目的に合わせて柔軟にスケ

ジュールやクラス内容を変更することが出来るため、短期での学習を希望し専門分野を集中的に学びたい留学
生、現地の社会人向けのコースを多数提供しています。

University of British Columbia (UBC) について：
ブリティッシュ・コロンビア大学（英: The University of British Columbia、略称：UBC）は
カナダブリティッシュコロンビア州のバンクーバー市にある州立の総合大学です。
1908年に設立され、現在の総学生数は学部生約4万人、大学院生約8千人、
そのうち世界各国からの留学生6千人にも上っており、医学や経済学、自然科学、人類学、教育学などの分野で北米内でも
最も高い評価を得ている北米屈指の総合大学のひとつです。常にカナダの大学のトップ3に入っており、世界大学ランキング
を調査しているイギリスのTHES (Times Higher Education Supplement)で2007年には世界で33位、2008年度には世界で34位
のランクを与えられなど、国際的な知名度も高いことが証明されています。

【プログラム概要】

日次 内容

1

午前/午後:各自空港→空路バンクーバーへ。
バンクーバー着専用車にて日本人スタッフが
お出迎え→現地サポートオフィスへ
【現地スタッフによるオリエンテーション】
・バンクーバー生活オリエンテーション
・ホームステイの注意
・通学方法の説明
・学校・コースオリエンテーション

2
↓
29

【到着2日目・月曜日】
9:00－12:00 UBCキャンパスにて午前中授業
13:00－15:30 午後の授業・アクティビティ
【放課後】
宿題・予習・ホストファミリーとの時間
-土日はホストファミリーと過ごします
-第3週の土曜日はオプションでビクトリア
小旅行ツアー開催

*4週間のみのお申し込みの場合は30日目に帰国

30
↓
55

【5週目ー8週目】
それぞれの派遣企業にてインターンシップ開始
-土曜日にオプションでシアトルツアー催行

56 バンクーバー国際空港より日本へ帰国

57 日付変更線を通過し、日本の各空港へ。
着後解散

【インターンシップ先例】
・公立教育委員会
・カナダ現地企業
・専攻別の日系、カナダ現地企業
（金融・旅行・貿易・サービス業・

マーケティング・教育関連等）

*学生様それぞれの専攻に関連するバンクーバー現地の企
業にて4週間のインターンシップを行い、英語環境の中で講

義で学習したスキルや知識を実際に使い、ビジネスや興味
のある分野での更なる理解と自信を深めます。

【受講科目】
・専攻する分野別科目
（経済・社会学・教育学・グローバルキャリア・
ビジネス英語・IT技術等）
・総合コミュニケーション学
・ビジネス英語・
・プロフェッショナルセミナー
・社会文化学
・北米ビジネスについて
・キャリアトレーニング

* 4週間のクラス内で行われる授業の中で、専攻する分野

別の講義を受け、北米の文化背景を理解し後のインターン
シップで必要となる知識を身につけ、コミュニケーション能
力を高めます。

4週間クラス受講

〈研修中スケジュール〉

〈参加費に含まれるもの〉
・4週間英語研修費用
・4週間インターンシップ手配費用
・現地オリエンテーション
・24時間緊急連絡サポート
・現地サポートデスク利用
・空港片道ピックアップ
・自社手配ホームステイ滞在費用

〈参加費に含まれないもの〉

・バンクーバーまでの往復航空券、また渡航に関わる費用
・海外旅行傷害保険加入費用
・現地交通費/外出時の食費/現地でのお小遣い
・パスポート申請費用

4週間インターンシップ

■ 参加資格
・19歳以上で健康な方
・英語力がTOEIC550以上、
または同等レベルの方

・最少催行人数：15人
（6月から2ヶ月渡航可能
な場合は1名から催行）

ホームステイ

研修中の滞在方法は通常ホームステイと
なります。ホームステイは全てバンクーバー
現地オフィススタッフが1軒1軒の家庭を訪問し、インタビューを行い厳選さ
れたホームステイファミリーのみをご紹介しております。プライベート部屋で
3食付ですので、研修中も安心して自分のペースで生活をすることが可能
です。どの家族もフレンドリーで留学生の受け入れの経験が長いので、
言葉や生活習慣、身の回りのことなど何でも教えてくれる頼りになる存在です。


	Slide Number 1

